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新地質古応力計・マイクロブーディン法：既存の古応力計との比較

The microboudin method as a new palaeopiezometer
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マイクロブーディン構造という顕微鏡スケールの微細構造から，岩石に生じた古応力を定量化する方法（マイクロブー
ディン法）を，著者らは近年の研究成果より確立した．
微細構造を用いて岩石に生じた古応力を見積もる方法は，動的再結晶粒径古応力計・転位密度古応力計など，マイク

ロブーディン法のほかにもいくつかあるが，それぞれの古応力計には適応条件がある．本報告では，各古応力計の特徴
を踏まえた上で，マイクロブーディン法をいう新しい古応力計の長所・短所を説明する．
また，複数の古応力計を用いて同試料から古応力の定量化を試みたが，その結果は数十～数百MPaと大きくバラつい

た．この解釈についても本報告にて検討する．


